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はじめに
人の精神活動のさいの脳波を記録することで，その脳
波裂と心理過程とを関連づけようとする「脳波一心理関
係」の研究の中，ここ10数年来問題となっているFm8，の
もつ心理的意味についての論議は，脳波研究者の聞で活
涜になってきている。 Fmシータとは， 人の頭皮J:の正
中級前頭部分で記録される6-7サイクルの連続波で，
人が精神作業を行っているときに出現するという特徴あ
る脳波である。
月ì~i，皮と特定の心理過程の関係が注目されるとき ， 多く
の研究者が興羽未をむけるのは，その脳波型を示す者のパ
ーソナリティの特徴づけて、ある。 Fmシータについても.
その波型を示すときの心理的状態とともに，その滅型を
示す人のパーソナリティについての関心が高まってきて
いる。ある脳波型が出現することとその心理的持徴，
さらに人絡特性との関連づけへの研究1;:.，また逆に人の
性格を大脳レベルで特徴づけ，性僚のハードウェアの特
性を明かにしようとする!8!昧につながるのである。
本論文では著者らによるFmシータの心理的特徴とされ
たものを再検討するとともに，シータj皮の出現と性格テ
ストが示す特性との関係を明かにしたいと考えた。
方法
1. Fmシータの心理的特性の検討のためには，約100名の
被験おによって種々な精神活動中に出現したシータ波
の資料1-12-15)の再吟味をする。その心理的特性に関し
では，他の研究者の報告を加え検討する。
2 険討の対象となった被験者のfl'-令は， 17才から25才
までの高校生17名(内男チ5名)を含む大学生および，
大学院生87名(内男子12名)で合計104名である。殆ん
と‘が女性てがあるので，ここでは性別を鑑視して考えた。
また，作業への留熟がシータ波誘発と関係することを
予想して，珠算の習熟者を対象とした場合のように、
-gj¥で被験者の特定の選択があった (高校生珠算部員
12名が含まれている。)
3.脳波LtFzーCzに電極をおく記緑で， 種々の精神作業
中の記録から 1秒以上連続して出現するシータj皮の
出現を時間で計算した。
4.性格テストとしては，被験者のほとんど全員に，ク
レペリン加算作業を行ったが，さらに一部の被験者に
は矢田音日ギルフォード・テスト，ロールシャツハ ・テ
ストを実施した。テストの結果は， Fmシータの出現者
と非出現者にわけで比較した。
結果
1 Fmシータ出現のさいの心理過程
Fmシータがどのような精神作業のとき に兄られるのか
を示したのが表1で， シータj皮を出現した被験者を百分
率で表わしている。女子の大学生が中心であるこれらの
実験では，大体， 50パーセントがシータ波を誘発すると
いうことである。作業の種類によって， Fmシータの盆に
多い少いはあるが，出現者率はほとんど差がない。これ
表一1 精神作業とFmシー タ
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J立，子めFmシータのtB現を予期して作業をえらんだ結果
でもあるが.珠算の場合には， ~t'干熟者のみで行っている
ために，出現者率もこの作業だけ高くなっている。 7レ
ペリン加t?:作業については，他の研究者のFmンータ出現
者率はいづれも，われわれの値よりおiい。有j京41は約70
%，山口91は67%，水木81は73%としている。シータj皮
出現の判定の規準にちがいがあるかもしれないが，われ
われの被験者の大多数が女性であったことも，これらの
出現者の数のちがいにな ったのかもしれない。実験に使
用した作業の種類に関しでは，クレペリン加算作業のほ
か，表1にあるように珠算，5i:文タイプライティング，
表-2 Fmシータ出現の心理要因 ( )番号は文献
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桁数の多い鋒J:f_，手編みもの，があるが，その他数字の
系列作成，図形認知的作業などもシータ波誘発の高いも
のである41。石原は，想像的思考;深題引のときにも，自発
的思考71のときにもシータ波が出現することを報告して
いる。
それらの実験報告を通じて， Fmシータがどのような心
理要因とかかわるものかを知るため，各研究者が報告の
中にあげている心理要悶をまとめてみると表2のように
なる。これらの要因をみると，共通の項目があり，それ
らをさらにまとめると次のようになる。 1)作業に調子かママ
順調にはかどる。 2)ある種のj主意集中。 3)作業が比
較的単純である。 4)繰返 しのある作業。5)作業にあ
る速さが要求されている。
E 性格テストとFmシータの関係
心理テストの成積をFmシータ出現者(Fm8+)と非出
現者 (Fm8ー )にわけで示したのが，図1，表3である。
矢田部・ギルフォード ・テ久卜の結果では，気分の変化
の項目がFmシータ出現者で有意差 (pく05)をもって
変化が少いといえるが，他の項目では有意差はない。し
かし，抑うつ性，神経質ではFmシータ出現するものはい
づれも少い方に傾いている。ロールシャツハ ・テストで
は， Fmシータ出現者は反応数が多いことと，色彩反応数
が多いことに特徴がある。運動反応、も少いことはないが，
色彩反応、と運動反応の比較である体験裂をとると， Fmシ
ータ出現者の色彩反応優位型は多く，つまり体験型が外
向型が多いといえる。これらのテストの結果から，Fmシー
タを示す者は，性格としてこだわりの少い，外向的1，
そして情緒的には安定的なタイプであるといえる。
皿 クレペリン作業検査とFmシータの関係
クレペリン作業中にFmシータが出現しやすいところか
ら，この作業を本来の性格判定テストとしてみると，表
F円THETA‘CN=l7) ・・….cmHROL (N=49) 
図-1 Y'Gテストの結果
( 2 ) 
表3ー ロールシャ γハ ・テスト結果
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表4-7レペリン ・テスト結果
THETA + STUDENTS 
(11 ) (26) 
NO OF RESPONSES 39.09 (14.7) 27.19 (lJ.7) 2.56※ 
8 -10/R 36.74 ( 7.5) 32.∞( 9.8) 1.37 
T1ME PER RESPO~SE 30.23 (10.9) 29.∞(12.5) 0.27 
:'¥0 OF ~I 5.36 ( 6.2) 3.42 ( 3.7) 1.14 
:-;0 OF SU~l C 4.90 ( 2.7) 3.21 ( 2.0) 2.08※ 
M<SUM C 
M >SU~I C 
8 
8 
4下部にある判定工員日によるJ平価となる。これらの判定
項目のうち，初頭努力と V字~落込みに問題のあるもの
は， Fmシータ出現群には比較的少敏で， シータ非出現群
に多いことがわかる。f也の到H也誤びゅう.休恕効果l主.
いづれもFmシータ出現I干のかに問題となるものの数は少
いが，シータ非出現群と有，むの差がある項目はない。ま
た，クレペリンの総合判定である定型，準定型.準々定
型，疑問主人災常型の分傾でみると，表41:告sのように，
シータ1'，IJll草!;!:疑問型，主主?片型が少数となっている。 こ
のことは償問(1960)の大学生による成縦との比較でも
日月かである。
V 作業幽線とFmシータ量幽線の関係
クレペリン力n算作業の作業曲線をFmシータの出現丞と
比べるために， Fmシータ出現のかなり多い20名の成績か
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ら.両曲線を描いた{図2)。加算作業曲線lまl分こと
の作業量をフロットし，シータj皮曲線は 1分ごとのFmシ
ータの出現を時Il日で表わしている。シータ波曲線'実線)
lまはじめ 1，2分が低<，その後l立最後部にむかつてお
くなっている。休憩前と休態後では，休憩後が曲線の上
舛が大きく， 'jl-<上昇している。これを作業曲線(点線)
と比べると，作業曲線のカは最初の 1，2分が最も向く ，
その後低ドし，最後部で少しもち直しがみられる。ただ
し休恕後にはそのもち直しが来ていない。したがって，
作業曲線と シータ波曲線とは逆の傾向となり， とくに休
憩後では逆}j向の曲線となっている。
このような関係を，個々の1抑lでみたのが図3である。
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図ー2 IJIll1.作業曲線とFmシータ曲線
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図3一作業曲線とシータj皮曲線の-19tJ
~1 3 !ま作業曲線定型の例で， さきの図でみたように，シ
ター曲線と作業曲線が逆のプj向となっている。 凶4は，
作業~h線とシ ータ曲線であるが. lrilーの被験者が2lu11= 
業を1iった例である。第1凶自の作業幽線!;!:準定型(初
鋭努力がみとめられない)で， 21司自は1回目より作業
htが多いが，初頭努力のほか.v字型落込みあり.(13行
H). ~びゅう量多いために準々定型となっている。シ
ター j波曲線では，量的には 1fil日が多く. 2 [，口|臼のシー
タj皮lま少くなっている。 llnlHのシータ波の出現i止が比
較的多いことと，作業幽線の欠点が少いこととは，シー
タ泌が作業を順調にすすめるのに関係することを怠昧し
ていると思われる。すなわち，シータj皮が出現すること
をさまたげる条件が作業を鍾ませる要因となりうるので
はないかと思われる。
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考察
I Fmシータと注意
シータj皮出現の心理要因としては，その精神作業に注
意を集中することがその一つである。しかし，心的緊張
がすぎたり，維念にとりつかれていてはならない。では，
ここでいう注怠とはどのようなものか。注怠には.その
強さの程度と注意:の範囲とがある。 Fmシータを誘発する
ときの注意!;!:，表2によれば，過剰に緊強の強い注意で
はない。注意の範囲も広すき。るものであってはならない。
むしろ作業としては単純な，情報が少くて解答がえられ
るような課題であるというから範囲の狭い注意である。
注怠の現段は.脳波研究の一分野として興味の深い問
題である。注:~:と 関係のある党醍レベルの問題でlムま
ずアルフn皮があげられる。アルフ 7i皮も心的i主意，心
.一.KRAE陀UN花ST
- TH訂A可AVE
1 A' ( N ) 
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図4-1百l一被験省の2凶の作業幽線と シータj皮曲線
( 4 ) 
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的緊張によって変化の著しい脳波型であることはいうま
でもないが，アルファ波は心的緊張で抑制し，その解除
によって噌大する。緊張の大きさによってアルファ波の
抑制lは強くなることの実験的研究は多い1.14)。アルフ 7波
の抑制ー増大の現象と ，Fmシータの出現消滅の関係は
わかっていないが，精神作業の面からみると両者にかか
わる作業の性質にはちがいがあると忠われる。アルフ 7
J皮系では緊張の強きにかかわり， Fmシータ系では.緊張
の特定の範囲が関与するのではないかと考えられる。そ
れは， Routtenber耳17)のいう 2つの覚醒系(上行性綱線
体賦活系と辺緑系中脳系)に対応するちがいがあるのか
もしれない。
E シータ波とクレペリン作業検査
クレペリン作業曲線による診断の本礎になっている仮
説はグラーフ2)の考えに負っていると思われる(図5)。
Ubung(慣れ)により作業量か漸I曽傾向をしめすれErmudung
(疲労)のために作業盆は低下の傾向をきたす。さらに
Anre耳ung(気のり，興奮)やWille(意志)によっても
作業誌が上持したり，時には下降したり変動を示す。実
際にえられる作業曲線は，これらの要因の合成によって
えられるので，精神的診断としては，これらの嬰区lのか
かわり方をしらべていることになる。この考えは古典的
なクレペリン検査法の却i!I.的なものであるが，最近の辻
岡らによる因子分折16)による作業曲線の検討によっても
同じような要因がみられている。作業速度，休憩効果(エ
図5-:7レヘリン作業曲線の要凶
( 5 ) 
耳、ルギー水準)，疲労，輿手話，周期!性リスム，意志緊張
などがそれである。本研究で示したようにFmシー タの出
現の方式は，はじめに抑制的でその後地力1するので r気
のりJ r憐れ」などの要ー因と関係すること が考えられるc
また，休憩後にIf'，~見!止がI告すことからすると，休憩効梁
(エネルギー状態)とも関わるものと想像される。
田 性格との関係
性格テストの結果で兄たように、Fmシータ出現者には
外向がJIjタイフが多く，気分の変化の少い，不安の少い
傾向がみられた。不安傾向が少く外向性尺度が高いとは
山口町小オポ}らものべているところである。クレペリン
検査からみても，正常範凶に入るタイプが比較的多いな
ど，いづれも極端なタイプの者が少〈情緒的にも問題が
少い者と考えられる。クレペリンIJUr作業中にシータ械
が出現することが，作業に熱中して慣れが生じやすいこ
とを意味するならば，パーソナリティ特性としては，作
業場面で慣れが生じやすい，つまり新しい場面で適応が
早いことといえる。またそのような場面適応は，過剰な
緊張感や不安感が強くては副難をきたすと忠われる。し
たがってFmシータ出現は，作業の場での特定の心理的態
度によって生ずるものといえる。安するに作業の場面て¥
ある特定の態度を容易にとることのできるパーソナリテ
イがここで論じているシータ波を出現しやすい人の心理
的特徴ということになる。それは，また，バイオ・フィ
ードバ yクの実験が示すように18)，訓練によってシータ泌
を出現しやすくすることもできるなど，今後は精神衛生
の問題としても注目されるものと忠われる。
要約
Fmシータを誘発しやすい作業の心E型的道、味を明かにし，
それと関連づけてFmシー タを出現する人のパーソナリテ
ィ特性をsJjかにすることを目的とした。
ドmシータの心埋一的条件としては，作業が単純な粕林作
業で，桜雑な情報を必要としないもので，被験者ーがそれ
らの作業に慣れ，過剰な緊張をせず，順調に作業を逃れ
させること泊ξ必要であるようである。 Fm シータをけI，~見す
る人のパーソナリティの特伯:としては，外向的{頃向があ
り，不安になりにくい，特に偏りの会い位:絡待性がみと
められた。これは，精神作業中に， J~にあげた微な心的
態度をとりやすいパーソナリティであると考えられる。
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Summary 
Fm-theta has been known as related to psychological activities because it is caused bv some of mental 
performances. 1n this study， the relationship between Fm theta and personality traits was intended to be made 
c1ear by means of using some personality tests. 
Fm theta was more activated during such mental tasks that were rather simple tasks. and to what were 
耳otaccostomed without over-strain as progressing performance. 
The personality traits of the subjects who produced theta waves during the mental tasks we，.e assessed 
that they are more stable and not over strained characters with extra、ers，on.
Those characters seem to reflect the picture of personalitv that is able to behave with emotional stabilit¥" 
dur ing the menta 1 performance. consequently Fm theta is p，.oduced. 
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